
 

 

 

１．はじめに 

自動車産業は EV 一辺倒から EV の限界が指摘され，パ

ワーソースの将来が冷静に議論できるようになってきま

した．併せて，レーザの進歩により自動車の製造にも

レーザが活躍する機会が増えてきました．そこで，自動

車並びに関連部品製造の将来とレーザの利用について紹

介することにしました．産学で活躍の 7 名の講師をお招

きして，現状と将来について，講演していただきまし

た．以下，当セミナーの開催報告を致します． 

 

２．研究会概要 

２．１ 開催概要  

10 月 7 日（月）10 時 30 分から東京都立産業貿易セン

ター浜松町館（4F 第 2 会議室）で開催されました．参加

者は 40 名で，多くの参加者が熱心に聴講されていました． 

２．２ プログラム  

講演１：「自動車産業におけるカーボンニュートラルと

レーザ加工の動向」 

日産自動車（株） 濱口祐司 氏 

講演２：「e-mobility 時代の進化に追従したレーザ加工技

術開発がもたらす自動車部品製造への貢献」 

（株）デンソ－ 白井秀彰 氏 

講演３：「試作板金におけるレーザ加工実例について」 

埼玉車体（株） 中野 慎也 氏 

講演４：「小型集積パワーチップレーザー」 

理化学研究所/分子科学研究所 平等拓範 氏 

講演５：「自動車/EV 製造分野における革新レーザ加工技

術」 

コヒレント・ジャパン（株） 水谷重人 氏 

講演６：「ビームプロファイル制御技術によるレーザ溶

接」 

トルンプ（株） 塩見 亮祐 氏 

講演７：「自動車用パワーソースの現在と将来展望」 

千葉大学 森吉 泰生 氏 

３．講演内容の詳細 

講演１）カーボンニュートラル達成に向け電動化が加速し

ています．それに伴いパワートレインの構成部品の変化や，

軽量化ニーズの優先度の変化がみられます．一方でレーザ

もプロファイル制御や波長選択の自由度向上により進化

しているため，この電動化とレーザ加工の動向について解

説がありました． 

講演２）近年，世界的なサステナビリティ志向の高まりを

背景に，さまざまな業界で環境に配慮した取り組みや規制

が進んでいます．製品の電動化，小型化，低損失化に向け

たトレンドの加速に伴い，従来の内燃機関に e-mobility 分

野を加えた全方位での対応が望まれています．今回は，こ

れら要求を下支えするキー技術であるレーザ加工に

フォーカスし，加工目的及びその有効性について具体的事

例を交えて紹介されました． 

講演３）埼玉車体は自動車部品の試作・小ロット量産を主

に行っている会社である旨紹介があった．問題点として，

近年，労働人口の減少に伴う自動化への対応が試作業界に

も年々浸透しつつあることが提起された．この解決策とし

て，加工プロセスにおけるレーザ加工技術の活用について，

実例を交えながら紹介いただいた． 

講演４）ボーズ粒子である光は集めることで驚異的な高強

度電磁場形成が可能となり物質の極限状態を創ります．

レーザはその装置であり，特に固体レーザは高輝度光発生

が容易なことから精力的な研究がなされています．しかし，

従来の固体レーザは大型，不安定で効率が低くことが問題

となっている．この問題解決のための，マイクロ固体フォ

トニクスにより可能となった尖頭出力で数十 MW，GW に

及ぶ小型集積パワーチップレーザについて紹介され，多方

面への応用可能性について紹介された． 

講演 5）自動車の電動化技術における厳しいサプライ

チェーン競争の中で，脱炭素化されたプロセスの推進が求

められており，一段と差別化された技術が必要となってい

る．レーザ加工は，既存プロセスと比べて消費電力を抑え，

加工効率の向上を図ることが出来，大量生産される電池製

造技術には不可欠となっている．モード可変型ファイバー

レーザを中心に，幅広い波長やパルス幅のレーザを用いた

樹脂や金属への最新加工技術が紹介された． 

講演 6）日本においても EV の開発が進められており，電

気自動車には電気伝導性の良い銅材料，そして軽量化のた

めのアルミ材料が多く使われる．そして電気自動車の様々

な工程でレーザが採用されているが，レーザ加工の結果に

おいてレーザ発振器と同じく光学系による影響が大きい
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ことが指摘された．ディスクレーザ TruDisk と Multifocus

光学系によるアルミ材の溶接、そして新型ファイバーレー

ザ TruFiber P と BrightLine Mode による銅の溶接につい

て原理と実例が示された． 

講演 7）2050 年のカーボンニュートラル（CN)を実現す

るために，二酸化炭素排出の２０％程度を占める自動車か

らの排出を早急に減らすことが求められている．電気自動

車（BEV)の普及推進が有効な解決策とされてきたが，資源

やコスト，使い勝手の点からも急速な普及は困難であるこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とが明らかになってきた．そこで，現状の内燃機関を使い

ながら，CN を実現する方法について説明された．また，

レーザを使った内燃機関の計測診断手法についても紹介

された． 

４．おわりに 

ご講演頂いた講師の皆様に御礼を申し上げます．また，

連絡ミスから開場が遅れ，参加者の皆様を待たせしたこと

お詫び申し上げます．次回は，令和７年３月に研究会の開

催を予定しております．詳細は確定次第レーザ協会ホーム

ページでお知らせしますので，奮ってご参加ください． 

 

 

 


